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第５回 教育委員会議事日程 

 

１ 日 時      令和元年８月２９日（木）午後４時３０分 

                           

２ 場 所   登別市民会館 ２Ｆ 小会議室 

 

３ 議 案   議案第１１号 令和２年度から使用する教科用図書の採択について 

 

４ 情報提供 

 （１）「携帯・スマホ３つのルール」乳幼児保護者への周知について 

 （２）夏季休業期間中の学校図書室開放利用状況について 

 （３）平成３１年度全国学力・学習状況調査結果の概要について 

 （４）市民スポーツ・健康フェスティバルについて 

 （５）女子バレーボールチーム「トヨタ車体クインシーズ」登別市合宿受入について 

 （６）東京２０２０オリパラで夢を育むスポーツ推進事業について 

    「瀬戸大也さんトークショー＆実技指導」について 

 （７）平成３０年度生涯学習事業「実績と点検評価」について 

 

５ 出席者 

 （教育委員会５名） 

   教 育 長 武 田   博   委   員 垣 内 登紀子 

   委   員 森 口   達   委   員 赤 井 秀 輝 

委   員 堅 田   裕 

    

 （事 務 局 １０名） 

  教育部長          堀井 貴之 

  教育部参与         中島 英治 

教育部次長         近藤 正嗣 

総務グループ建築主幹    逢坂 義人 

学校教育グループ総括主幹  笠井 康之 

   学校教育グループ学務主幹  小野島 晶 

社会教育グループ総括主幹  重山 大介 

文化・文化財主幹      菅野 修広 

学校給食センター長     吉田 富士夫 

   図書館長          綿貫  亨 

 



○武田教育長  それでは、本日の委員会は、５名が出席されておりますので、有効 

に成立していることを報告いたします。これより令和元年度第５回教育委員会を開 

催します。本日の議事は、議案１件になります。それでは早速議事に入りたいと思 

います。議案第１１号「令和２年度から使用する教科用図書の採択について」事務 

局から説明をお願いいたします。 

○笠井学校教育グループ総括主幹  議案説明の前に、資料の訂正をお願いします。 

  議案１ページの上から５行目の所に「義務教育書学校」とありますが、その「し 

ょ」が「書」となっていますが、「諸」に訂正をお願いします。 

  それでは、「議案第１１号 令和２年度から使用する教科用図書の採択について」 

ご説明いたします。 

  令和２年度から使用する小学校用教科用図書及び中学校用教科用図書は令和元年 

度教科用図書第１０採択地区教育委員会協議会において協議され、選定された結果 

を基に、各市町教育委員会において採択することとなっております。 

  はじめに、令和２年度から使用する小学校用教科用図書についてでありますが、 

 １ページに記載のとおり選定されており、選定理由は３ページに記載のとおりとな 

 っています。 

  続きまして、令和２年度に使用する中学校用教科用図書についてでありますが、 

 ２ページに記載のとおり選定されておりまして、選定理由は４ページに記載のとお 

 りとなっています。 

  これらの選定結果を基に、本市において令和２年度から使用する小学校用教科用 

図書及び中学校用教科用図書の採択についてよろしくお願いいたします。 

  なお、中学校用教科用図書の選定につきましては、令和３年度から中学校の新学 

習指導要領が施行されることから、今回の選定につきましては平成２７年度の教科 

用図書第１０採択地区教育委員会協議会において選定された調査委員会報告書等を 

活用して選定されていることを申し添えます。以上であります。 

○武田教育長  ただ今議案第１１号について、説明がございました。ご質疑ござい 

 ませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田教育長  それでは議案第１１号については、承認をすることとしてよろしい 

でしょうか。 

（「はい」の声あり。） 

○武田教育長  それでは議案第１１号については、承認をいたします。以上で本日 

 の議事は全て終了しましたが、その他、事務局から情報提供などありましたら説明 

 をお願いします。 

○中島教育部参与  私からは「携帯・スマホ３つのルール」乳幼児保護者への周知 

について情報提供いたします。 



資料の１ページ、２ページにございます「乳幼児期のお子様を持つ保護者の皆様 

へ」というプリントをご覧ください。 

これの原案は既に函館で行われました都市教育委員会分散会の説明資料に加えさ 

せていただきましたので、ご覧いただけたかと思います。幼稚園、保育所、関係者と 

協議を重ねる中で、子どもを幼稚園や保育所に通わせている保護者に小中学校の３ 

つのルールを周知することも、親子関係や健康面での悪影響を理解してもらうこと 

も大切ですが、親にスマホの使い方を考えさせるような一文を加えてほしいという 

要望が出されましたことを受けてですね、表面の下の部分に「親のスマホの使い方 

は、子どものお手本。親自身がスマホの使い方に気をつけましょう。」、裏面の下の 

部分には「子どもは親のまねをします。子どもにルールを守ってもらうには、親自 

身がスマホの使い方に気をつける必要があります。」という文書を入れる事にしまし 

た。このプリントは８月２２日に市内４つの保育所と４つの幼稚園に配布を済ませ 

ましたことを報告いたします。以上です。 

○笠井学校教育グループ総括主幹  資料の３ページになります。休業期間中の学校 

図書館開放につきましては、平成２９年度から本格実施しておりますが、本年度の 

夏季休業期間中の利用状況をまとめましたので報告いたします。 

各小学校において１日から３日間の開放日を設定しております。また、開放日に 

合わせてＡＬＴを派遣し、読み聞かせなどのイベントを６回開催しております。昨 

年度に比べ、利用人数・貸出冊数は減少しておりますが、ＡＬＴイベントへの参加 

人数は増加しております。冬季休業期間中につきましても引き続き取り組みを進め 

てまいりたいと考えております。以上であります。 

○小野島学校教育グループ学務主幹  別冊の資料になります。 

  本年４月１８日に行われました平成３１年度全国学力・学習状況調査の結果の概 

要をまとめましたので、情報提供致します。 

  まず、１ページ目をご覧ください。今年度より、従来のＡ知識Ｂ活用の区分けを 

やめ、一体的に問う問題形式となりました。まず、教科に関する調査では、小学校中 

学校ともに全国平均を下回る結果となりましたが、国語はほぼ同程度でした。 

一方、継続課題となっております算数・数学、今回初の実施となった英語では、小 

学校算数を除き最大で５．８Ｐの差となり、課題があると受け止めております。 

２ページ目、質問紙調査では、この４観点で抽出を試みました。詳細は後のページ 

でお話しいたします。 

  ３ページ目は今年度の平均正答率を全道・全国と比較したものです。小学校算数 

を除き、全道・全国の値をやや下回る結果となりました。 

ちなみに、平均正答数で見ますと中学校数学を除いた教科で、正答数の差は１問 

未満となっております。例えば小学校算数では、本市の児童が１４問中９問の平均 

正答数、対して全国が９．３問の正答数であり、正答率は－２．６ポイントの差です 

が、正答数では大きな差はございません。 



４ページからは、各教科の概要です。 

  例えば、８ページの中学校国語では、新聞記事から投稿することを想定し、封筒 

に宛名を書く問題がありました。本市の正答率は５６．１％で、メールが主流の現 

代においては課題と考えられます。このように、今回の調査では実生活に連動させ 

た出題が多く、この視点での授業改善が必要となります。 

 １０ページ、中学校数学でも、価格やランニングコストまで考えあわせ、どちら 

の冷蔵庫を購入するのがよいか考える出題があり、大人でも頭を悩ませる内容でし 

た。 

  次に１２ページです。中学校英語ですが、全体として書くことに課題が見られま 

した。今後、英語を使ったコミュニケーション能力の育成が重視されますので、自 

分の思いを相手に正しく伝えられる話す・書く力の育成、小中学校の連携が重要と 

考えております。本市では、今年度より中学校での英検３級の検定料補助、全校の 

小学４年を対象としたジュニア英検に取り組み、客観的な英語能力の把握や英語に 

触れる機会を増やすなど、学校現場をバックアップしながら、英語教育を充実させ 

てまいります。 

  続いて１４ページからは出題内容と正答率、無解答率になります。これについて 

は後ほどご覧ください。なお、１８ページの英語「話すこと」調査については、パソ 

コンとヘッドセットを使った録音形式の解答となり、全国の学校の環境が一律にな 

らないことから、参考値として正答率が示されております。 

  ちなみに全国の正答率は３０．８％ということでした。 

 １９ページからは質問紙調査の概要です。質問項目が変わり経年比較が難しいため、 

今年度は、先ほどお話ししたとおり４つの視点で抽出してみました。 

  まず、１９ページの自分についてです。自己肯定感については中学生の方が高め 

になっておりますが、人の役に立ちたいなどの自己有用感では全国に比べやや低い 

といった面が見られました。 

３つ目のグラフにありますいじめに対する感覚では、全国平均以上でした。 

  ２０ページ、地域や人との関わりでは、外国の人への関与について初めて質問さ 

れ、全国をやや下回る数値でした。この点は、英語教育とも関連がありますので、本 

市作成の小中学校英語教育プログラムに基づき、先進的に取り組んでいる強みを生 

かし、情意面の高まりも目指してまいります。 

  ２１ページ、家庭生活・家庭学習では、計画立てて学習している割合は高く、小学 

校では学習時間が十分とは言えないことがうかがえます。引き続き、平日の家庭学 

習習慣の確立に向けた取組が必要と考えております。 

  ２２ページ、学校の学習では、おおむねよい傾向となりました。各学校では、先生 

方が授業を工夫し、子どもたちの意欲を高めながら指導いただいている様子がうか 

がえました。 

以上を踏まえた今後についてでありますが、新学習指導要領で求められる「主体 

的・対話的で深い学び」を視点にした授業改善の推進、その基盤となる学級づくり 



の充実、生活リズム改善と家庭学習時間確保・学習の質の向上などを軸に、本市教 

育課程課題検討委員会等で先生方と協力し、具体的な方策を考え実践してまいりま 

す。 

またこの内容については、今月の校長会・教頭会で説明し、本資料を参考に、例え 

ば無解答率・間違い方を切り口に実態把握・分析を行い、授業改善の具体的な手立 

てを構想し、実践いただくよう全校に伝えております。 

長くなりましたが、以上、情報提供でした。 

○重山社会教育グループ総括主幹  ４番の「市民スポーツ・健康フェスティバルに 

ついて」でございます。資料は４ページです。 

９月２２日日曜日に岡志別の森運動公園と市民プールを会場とし、今年度は「市 

制施行５０周年記念」の冠をつけまして、生涯スポーツの振興と市民の健康増進を 

図ることを目的に実施いたします。   

次に５番の「トヨタ車体クインシーズバレーボール登別市合宿受入」についてです

が、資料は５ページです。 

愛知県に所在を置く「トヨタ車体クインシーズ」より登別市で強化合宿を行いた 

い旨の依頼があり、バレーボールの振興及び地域の交流を目的に、８月１８日から 

８月２３日の期間で合宿の受け入れを行いました。 

８月１８日には西陵中学校の体育館で、中学生を対象にバレーボール教室を行い、 

トップアスリートととの触れ合いや高いレベルの競技を観戦したほか、２１日には 

日本工学院の体育館でチーム内紅白試合を行い約３００名の方が観覧し、試合後に 

は記念撮影やサイン会が行われました。 

次に６番の「東京２０２０東京オリパラで夢を育むスポーツ推進事業 瀬戸大也 

さんさんトークショー＆実技指導について」ですが、資料は６ページです。 

平成２８年度はマラソンの千葉真子さん、平成２９年度はバドミントンの小椋久 

美子さん、平成３０年度は卓球の丹羽孝希さんを招いておりますが、今年度は９月 

２９日日曜日に市民会館及び市民プールにおいて、リオデジャネイロオリンピック 

競泳で銅メダリストの瀬戸大也選手を招いてトークショーと実技指導を行います。 

７番の「平成３０年度 生涯学習事業 実績と点検評価について」でございます。 

別冊の資料になります。 

生涯学習関連事業につきましては、平成２８年度に策定した第５次社会教育中期 

計画に基づき実施しており、この中期計画の項目ごとに主要な事業について点検評 

価を行い今後の方向性を示しております。 

 また、学識経験者からの意見評価として、今年度も社会教育委員の川島委員長と 

学校協働本部実行委員会の畑山委員長から評価をいただいており、１４ページに記 

載しております。  

 生涯学習事業の推進にあたり各種事業の取組みについては一定の評価をいただい 



ておりますが、今後の地域活動を支える担い手の発掘・育成の必要性、個別事業の 

充実や工夫・改善等、課題についても提示されておりますので、この評価を踏まえ 

て今後の取り組みを進めていきたいと考えております。以上でございます。 

○近藤教育部次長  資料等の項目には入ってはいないのですが、１件情報提供させ 

ていただきます。 

  鷲別中学校環境整備中における自動車の損傷について、地方自治法第１８０条第 

２項の規定により令和元年度第３回登別市議会定例会において報告する予定になっ 

ております。 

  事故の概要についてですが、令和元年６月１２日水曜日、午後３時５分頃、鷲別 

中学校グラウンド内において、校務補が環境整備のため草刈り機により除草をして 

いたところ、チップソーにより弾かれた小石が隣接する鷲別小学校駐車場に駐車し 

ていた車両に当たり、助手席側ドアガラスを損傷させたものであります。 

被害者への対応としましては、損傷箇所の修理をすることとし、損害賠償金とし 

て修理費用３４，１８８円を支払うこととしております。なお、損害賠償金につき 

ましては、全額、全国市長会学校災害賠償補償保険の対象となりますので、請求し、 

今後歳入する予定となっております。 

  本件の和解及び損害賠償の額を定める事については、地方自治法第１８０条第１ 

項の規定により、令和元年７月１７日付けで専決処分を行い、同日当事者との示談 

が成立していることを併せて情報提供させていただきます。以上です。 

○武田教育長  それでは、今一括で説明がありましたけれども、情報提供について 

ご質疑などございませんか。 

○赤井委員  学力調査の件で、２１ページの部分で、今まで課題となっていた、い 

わゆる家庭での学習について、この部分についてはまだ上から３番目（家で自分で 

計画を立てて勉強している）で見ると、自分で計画を立てて勉強しているという部 

分ではいいですけれども、やっぱり勉強時間が依然として少ないという事が、家庭 

への周知などかなり難しいのかなと思っていました。 

  それから、宿題を勉強するというのと、家庭学習をするということの内容面に、 

そのあたりはっきりと、先生方自体がおさえて、先生方もそうだし家庭でもおさえ 

て、学習の中身を検討していった方がいいのかなというふうに、以前から私は考え 

ていたのですけれども、そのあたりも今後の学習課題になるのかなと思っていまし 

た。それが一つです。 

  それから、この質問紙の部分は全国と登別市だけなんですけれども、全道はわざ 

とに省いているんですか。 

○小野島学校教育グループ学務主幹  そういう訳ではないのですけれども、あくま 

でも視点としては全国を相手にした方がいいのではないかなと。全道の中で比較し 

ても、結局は対象となっているのは全国という観点で作成しました。 



○赤井委員  瀬戸大也さんの件なんですけれども、この印刷物では市民会館大ホー 

ルしかないのですけれども、市民プールは噂によると相当、応募券というか入場券 

というかあれが凄く殺到していたみたいなんですよね。 

○重山社会教育グループ総括主幹  一応、市民会館と市民プールと鷲別公民館など 

５箇所に７００枚整理券を配布したんですけれども、その日のうちに全部無くなっ 

ている状況です。 

○赤井委員  広報でお知らせしたんですか。 

○堀井教育部長  広報を通して、その日から置くと。その日の午前中にもう無くな 

ってしまいました。 

○赤井委員  凄い人気ですね。プールの方はどうですか。 

○重山社会教育グループ総括主幹  プールの方は、実技指導になるんですけれども、 

こちらの方は小学生と中学生が対象となるので、直接学校を通して各家庭の方に通 

知をしています。申込み状況は１３４名となっています。 

○垣内委員  「携帯・スマホ３つのルール」のところですけれども、今までは年２回 

小学校からアンケートということだったと思うんですけれども、今回は幼稚園・保 

育所まで進めて啓発をしていただいているということと、親の使い方というところ 

を重視していただいているというところが凄くいいなというふうに、これで少しず 

つ生まれた時からこういうことに親も子どもさんも意識をしながら生活をしていた 

だければありがたいなというのと、それからこれは配布をされたということですね。 

保育所とか幼稚園にこの文書を保護者の方にお渡しくださいというやり方だったん 

でしょうか。 

○中島教育部参与  はい。そうです。 

○垣内委員  そうですか。もし、そこで何かの会合があるとか、会議があるとか、幼 

稚園・保育所で、そういう時に少しでもこの説明ができたらいいのかなというふう 

にも思いました。その方が意識が深まるのかなというふうにも思いました。 

○堅田委員  一つ気になった所がありまして、この「学力・学習状況調査結果」の家 

庭生活の所で、「朝食を毎日食べる」というのが、小学生の方が全国よりもポイント 

が少し低かったという。中学生だともしかしたらという気はするんですけれども、 

ちょっとそういう意味では登別の小学生の生活環境が、極端に悪いとは言いません 

けれども、そこも改善した方がいいのかなというのが一つ思いました。 

○小野島学校教育グループ学務主幹  今年度は、例年もう少し数値が高い形で出て 

きているんですけれども、今回の集団はたまたま低いところだったのか、ちょっと 

わからないんですけれど。 

○堅田委員  もし何か低下する傾向にあるのであれば気をつけた方がいいのかなと 

思います。 

○小野島学校教育グループ学務主幹  平均値なので、恐らく学校による差とかはあ 

るのではないかと思われるので、そのあたりは学校の方には伝えて、もう学校とし 



てほとんどこういった生活習慣は意識して、日々指導されてますので、このあたり 

は各校の数値を拾いながら、恐らくまた各学校で保護者の方にお知らせをしたり、 

子どもたちに指導したりということになってくるのかなと思っています。 

○武田教育長  東小学校区で子ども食堂というのが展開しています。あれはこの朝 

食などの配付などはないのか、あるいは寄って食べていくとかそういう事はないの 

だろうかね。あまり詳しくはないのだけれども新聞などで見たのだけれども。 

○垣内委員  あれは毎日でもないでしょうし、一月に一回とか数ヶ月に一回とかそ 

ういうことだと思いますので。 

このアンケートの中で毎日食べるということが、絶対毎日食べているのか、それ 

とも抜く日が、どうしても寝坊しちゃったとかいろいろ状況があって、そういう所 

をどのように子どもたちがこの中に表しているのかということもあるかもしれませ 

んね。自分は食べてない日もあるから毎日食べるというふうに書かなかったとか、 

そういう方もいらっしゃるかもしれませんね。 

○武田教育長  傾向とか、経年変化を少し捉えながら学校で対応してもらえればい 

いのかなと思います。 

○武田教育長  ほかにご質疑ございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田教育長  それでは、終了いたします。 

最後に、９月の教育委員会の開催日について予定したいと思いますが、次回の開 

催日について、事務局の方で考えがあればお知らせ願いたいと思います。 

○近藤教育部次長  ９月の教育委員会につきましては、最終週の木曜日ですと２６ 

日になりますが、いかがでしょうか。 

○武田教育長  それでは、事務局より提案のありました９月２６日木曜日で皆様の 

ご都合は如何でしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○武田教育長  それでは、９月の定例の教育委員会につきましては、９月２６日木 

曜日１６時３０分から市民会館小会議室で開催することとします。詳細につきまし 

ては、後日事務局よりお知らせください。 

以上で本日の会議を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 


